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令和 2年 7月 6口

貯零自動車道下り車換r法面J島落

「受経の所在rについて

(1)契約占容

保険種目

証券番号

契約者名

被保除者

保険期闘

事故同時

事故場'所

適路賠償責任保院

3440458948

公益社団法人 全国市有物件災書共済会

つくば市

平成 31年 4月 注日～令和 2年 3月 31日

令和 2年 二月29日 米弱

茨城県つくば市今泉麹ぬ 常磐自動車適下り線

(2)事故状況

■ 大雨による現湯の状況 (つくば市建設部道路管理課報告書)

低気圧の影響で茨城県内は 28日 から29日 にかけて大雨に見舞われた。水戸地方気象台によ

ると、つくば市の29日 午前 10時までの 72時関の降水量は、と二二。S mmと と́月としては、観測史と

最大となつ亀 幸い、法面の崩落に伴うけが人|ま出なかつ濫 これにより、つくば市今泉地内の常

磐自動車越下り線脇の法面が崩落し、谷田部イ
"ト
チェンシ'からつくばン・ィンク泊ン間で午前 5時か

ら4時間半通行止めとなつた。東日本高速適,各(株)の災害復 1日作業により9時半には通行止め

は解除となっ亀

■ 高速道路の被害状況 (つくば市建設部道路管理諜報告書)

東日本高速適路餘 )関東支社谷和原管理事務所によると、つくば市市道 5-2545号線の1ヒ4111に

数餃してある鶴i持に上砂お▼講撤じi永が流れない状況であつたことからh宅地や越路上に籐った

轟がその水が吐けず4路面を伝わり、常磐自動車虫造に流れ込みと法函が

'ユ

与謬した。

このことから、常磐自動車適下り線脇法面の災害復旧工事費については、崩落発生前の原状に

戻した分と、崩落原因遠及の調査費用の講求を東日本高速道路(株)から、つくば市に講求があ

る可能性がある。これについて、講求があつた際には、市の顧問弁護士と協議していきます。
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■ 昨年度の事象 (つくば市建設都道路管理諜報告書)

昨年度、同一簡所で小規模な法面崩藩が一度あったため、東日本高速道路(株 )より、7成 30年

生生ュュに、市適側溝内部の上砂撤去の依頼を受けた。当時の道路管理課議員が現地を確認

しぃ上砂蓄積の状況の確認を行つた結果、±1″プの蓄積が見受けられ二現状を把握したが、上砂撤

去作業を実施しなかった。

※ この時の法面崩審復十日工事は、東日本高速道路(株)で実施し、災密復旧工事費の請求は

無かつた。当時の道路管理課職員は.法面崩落復旧工事を完了したことから当面のF富尋、崩

落は起きないであろうと判断し、緊急作業で上砂撤去の実施を瞼 かっ〕亀

H災 害発生後の市の対応 (つくば市建寺試都道路管理課報告書)

更なる二次災害が起こらないようとこ、市適 5‐ 2545号線に敷設してある側構の上砂撤去作業を令

和 2年 二月29日 の午前中から準備を始め、午後 1時半より2業者に実施しまし,互 今和 2年 二

月 88口も引き続き土砂の撤去作業を3業者で実施し、予定では令和 2年 2月 1日まで 4日 間

の作業で完了する予定です。

(3)事故原因の検証

E法 面崩落現場周辺に降った降水量の比較

I東日本高速道▼荏餘 )記録/三郷 TN・谷和原 】

〔令和 2年 1月 29自 〕

時間最大時閣雨量:三郷 TN(トンネブリ 1 7 1alll

連続雨量:谷和原 64,511m

◎通行止め基準に到達 ※基準に到進せず通行止めi5:00AM

谷和原(管理事務所)連続 64.5霞団時間 8 alIは 29日 4時 49分時点

※通行止め基準:220m阻 (連続降雨)、 170 1HIl・ 4011〕 il1/h(組合せ雨量)

I気象庁観測地点とつく11=市館望J,I

〔令和 2年 1月 27日から29日 の降水量(?2時関連続雨量 ;in.5 111Rl)〕

1月 27露 :2.5ェ週l(最大 1時間降水量子1.5 11Щl、最大 10分問降水量 10,5凪 m)

1月 28日 i37.5餌既(最大 1時間降水量:5,5団、最大 10分間降水量■,51Ⅱ【:)

1月 29ヨ 171.5組 H(最大 1時関降水量:26,5皿、最大 10分闘降水量:15,0皿 )
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〔上記観測地点の台風 15号、台風 19号、台風 2X号の降雨記録 う

昔風 16号 (9月 9日 );104.O団 :(最大 1時間降水量126.5 ⅡEl、最大 10分闘降水量:8.5観m)

台風 ユ9号 (10月 12日 ):_と 1lP5口m(最大 1督寺間降水触i31.5コ阻、最大 10分問降水量 :6.51口と,

台風 21号 (10月 25日 );tOO,Omれ (最大 1時間降水量■9。 5 ma,、 最大 10分問降水量 :?_O llttl)

I比較考察 !

東日本高速適路(株)の雨量記録は、谷和原(管理事務所)のもので、崩落の発生した驚沼桶付近

(KP31.7)力ち約 6.2k配離れているが、気象庁観測地点(つくば市館野 :気象研究所)は約 二.9監霊の

距離にあり、降雨状況,まつくば市館野の方が近似値であると考える。

01日 の総降水量:台風 15号、台風 19号、台風 21号の共に、今回の事故時を超えている。
O最 大 1時間降水量:台風 IS号で同じ、台風 19号で超えている。
O最 大 iO分湖降水量 :三つの台風では 10 mmを超えていないのに、今回の事故時では 15.O mm。
一日の総雨量は、台風15号、台風 19号、台風21号の方が多いが、法面崩落は発生していなりヽ。

また、記録としての最大 長時聞降ホ量も台風 15号は同じで、台風 19号は超えているが、やはり

法面崩落は発生していないc法面の崩落の発生した 1月 27風から29日 の大雨で、記録として

台風の降水記録を超えているのは最大 10分開降水量 15,O mlllの みで、1時間に換算すると鯉

理の降水量に匹敗する集中秦雨となる。

最大 10分降弓降水量を最大 1時間降水量に換算して比較すると、台風 15号では Si m日、台「質119

号では 39皿E、台風21号では 42 mmになり、いずれも最大 1時母翔降永量の記録を超えている集中

豪雨となつている。この短時間に集中した豪雨が、法面崩落に大きく影様していることが推察され

る。

この 1時間に換算した杵争水量がどれほどのものか、どれほど危険なもす,かについてのレホ七卜(毎

臓新聞電子版:2014年 9月 23日 )を引月]する。

E110～ 20 El邑 (やや強い雨、サ・―サ'一と降る):この程度の誦でも長く続く時は注意が必要,

□ 20～ 30 mm(強い雨、と砂降り,:側溝や下水、小さな川が途れ小規模の建崩れが始まる。

E139～ 50 mm(激 しい雨、ハ
9ケ
ツを引つ繰り返したように降る):山崩れ・崖崩れが起こり易くなり、危

険地常Fでは避難の準備が必要。

圧150～ 80コШ(非常に激じい雨、滝のように降る):マンホーメレノvi・ら水が噴出て内水氾濫

'す

る、上石流

が起こり易く、多くの災害が発メ主する。

□ 80■Ⅲ以上 (五烈な雨、息書しくなるような圧迫感があり、恐怖を感じる):雨による大規模な災

害の発生する恐れが強く嫉重な善歳が必要。
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二つの台風の降り方は、30～80mm(激しい雨Ⅲ′ヽ'ケツを引つ繰り返したように降る):山崩れ,農崩れ

が通こり易くなり、危険地帯で|ま避難の準備が必要な位の集中棄雨でありながら、法面の崩落は

発生していない。しかし.1月 29口 に,まⅢ30m以上 (猛烈な雨L息苦しくなるような圧迫感があり.
恐怖を感じる):雨による大規模な災害の発生する恐れが強く厳重な警成が必要な集中棄雨で

あったため、法雨の崩落が発生した。

1月 29日 の最大 10分問降水量 15,O mHltま、lH寺間換算すると90 miDに匹敵する豪雨で、東京都

で洪水対策として整備している調整池の計画は、1時間 501【皿対応でありれその雨量を超えてい

る。近年の集中森雨は、100年に 1度と称される大雨(1時瞬 100 ΠIД l〕力ξ毎年発生するなど異常

気象が続いている状態で、二月 29日 の最大 10分問降水量 IS.Om血は、その異常気象に匹敵す

る豪雨で、市道北側の排水l洋 (W800X封 1000)が整備され機能していた場合に、果たして排水溝

から途れ出ずに、法面の崩落が発生していなかったであるう力、50～80皿ではマンホー,レから永が

噴出 (内水氾濫)するよう1こなるため、30～ 50 mmの台鳳では内水氾濫が発生する1歌どではないた

め、排水溝から途れることはないと考えられが、80 81El以上となつた 1月 29日 の 90屈lBは、80 11ull以

上であり、排水構が機能していたとしても途れていた可能性は大きい。

E市 遭 5-2545線と常磐自動車道の構築

〔常磐自動車道の構築の歴史 /b雹連部分抜粋 〕

昔磐自動車道は、起点側の三郷 ICより先に柏 IC以北について工事が進められ亀 これは、柏

市や流山市で住宅密集地を通過するため、道路建設に対する住民反対が強かつたためである。

1981年 (B召和 56年)4月 に柏 ICr谷田部 iCの初開通を皮切りに、順次開通区間が延伸され。

1984年 (翼冒和 39年)までに柏 lC一那珂 iC F雪辱が既に関通していたが、国際科学技術博覧会(科

学万縛一つくば'85)の開催を控え、構 IC―子代田石岡iC間を6車線化9

・1966年 (昭和41年 )7月 1日 :口土開発幹線自動車遭の予定路線とされる。
,1970年

(a翼下E45年)6月 9日 :三郷」く買―千代閲石岡 IC間の整備計画決定。
こ1981年 (昭和86年 )4月 27日 itt IC…谷田部iC開通v(暫定 4車線)

・1982年 (昭和57年 )3月 30日 :谷田部 IC一千代田石岡IC開題。(暫定4車線,

・1988年 (B召和58年 )と 2月 22日 :谷田部 IC―千代田石岡iC問 6車線イと。

'1984午 (昭和59年 )12月 22日 :柏 IC―谷田部 IC r轟 6車線化。
と1986年 (昭和 60年)3月 17日 :国際科学技術博覧会 (科学万僻)開催に伴い、谷田部 IC桜

土浦 iC間の KP33,9付近(法面崩落:KP31.7付近)に谷田部仮出口を設置(下り線の

み、9月 16日まで)
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上記の結磐自動車道の歴史から、崩藩した法顧:は、谷田部 IC一千代猛日石岡 tCが pl日通した 1982

年 (B召和 57年 )には完成しており、市道 5-2545号線も完成し、東日本高速道路餘 )より、つく|ゞ

市に管理が移管されていたものと考えるこ

〔管理移管を受けた市適5-2545号線の断面構造 /日本道路公団作成の完成図より〕

法面の崩淋した周辺での常磐自動車遭の構築は、丘陵地を鵜角1し、周辺地盤よりも下げた状態

となつている。移管を受けた市道は元の Fと隣地の地盤面に構築され、舗装断面の仕様は不明で

あるが、水勾配は北側の側滞 (内寸:W720X■800)へと付いている。南側の常磐自動車道側に

|ま、族面の天端付近に側滞(W300 X H300)、 法面途中に小段が設けられ、小段排水離(寸法不

明)ヽ設けられてlザ るヽことになつているc

※日本道P毎公団東京第一建設局作成「常磐自動車越 (谷田部～桜土浦)完成図 STA.170+60

～STA.169+80(現在の KP31,7付 近)の図面による。   ‐

しかし、現状は法面の天端付近の側溝は設置されていない。北側の排水イ捧(内寸iW720 X

H800)が設畳されている範囲(KP31,4付近～KP31,8付近 :386,86m)及び KP31.4付近より東

京よりの谷田部牛久線の合流(T字路)簡所までに、法面の天端付近に設置されていることとな

つている側溝(W300 X H300)は 設置されていない。また、北側の側溝 (内寸 :WT20 X H800)が 設

置されている範囲以外の北側の側主樺(サイス
t不
明)は明らかにW720の側議よりも小型で、側滞蓋

も設置されている。何故、この間(KP31.4～ K'31.8)だけ大型■ll溝 (進路柄 6.Om程度の道路の

排水用としては大き過ぎる)が設置されているのか、また、なぜ輩が設置されていないのか、状況

的に疑聞である。考えられるのは、古い地図に残る水l星各と沼の存在である。鷺沼続に向かつて北

西側から鷺沼補より南西側に、ちょうど常磐自動車道の幅くちいで KP31iS付近まで拡がつていァ

た溜に北西側から水路が流れ込んでいた様子が何え、現状でも、その水路の名残と思わ鳩 段

差が畑地にあり、その水路が市道と交差する付近 (KP3と ,8付近)から北側の側渾手(内寸:W720X

H800)が設置され、その水路と北側の側滞が変わる部分の側溝は、水路の断面分が大き込み(現

状は雑積上で諾まつている)となつて水がlRli淮に流れ込む様になつている。

側構の勾配 lま KPali4側を始点とした場合、始点から4m地点の側溝底高 (稗抜 9.840m)を頂

点として両側へ下つており、KP31.8側が終点となり、両端に埋設横引管(終点側 o3004排水滞

底から25514回上がり)で常磐自要み車道側に蓼r水されている。KP31.4～KP31.8の排水溝は幅

6.Om程度の道路の排水用としては多き過ぎることから、この古い水路からの水を一時的に受け

て、常磐自動車遭側に排水する中継槽 (貯留槽の能力fま無い)の役割を果たしていた可能性が

強い。北側排水瀧の長さは386.36mで、排水ギ苺からの排水管は両端の 2箇所、側I苺底高の最

高点は KPal,4側の始点から4mの 9.840m(海抜 )、始点の側溝底高は9.586mで 、始点側への

勾配は 251屈 l皿/40B000 mm(6,35/1000)、 終点の側滸底高は 9.461mで、終点側への勾配は 379
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田m/346,360B田 (≒ 1,094/1000)であり、拶F水滸というより、貯密糟的なものと考えられる。終点の排

水管の位置も排水溝底から255皿区上がっており、排水灘へ流れ込んだ水を全て排水するという

機能は有しておらず、この状況からも道路用の排水溝とは考え難い。

■ 市道 5-2545号線と周辺民地、周辺の地盤概要

友城県南部の牛久市、鯨ヶ崎市を中心としてつくば市南都、新利根町、江戸崎町西部にわたる

稲数台地にあり、地層は表層が関東ローム層で、1領に常総層、木下層、上岩補層 藪ゝ層で構成され

ている9常磐自質み車通の構築は、この稲故台地を掘削し、周辺地盤 (関東ローム層 :風fヒし易い砂

と粘土)よりも下げた常総層 (紳粒～中粒秒層)着しくは木下層 (細粒～中粒砂層、粘土
―ンルト細

粒差)に構築されている。

法西の崩密した市道の北側にある畑地は市道よりも盛られているため高く、関東
「
―ム層を耕して

いるもので、強風が吹くと砂塵が舞い、雨が降ると流れ出す状態で、北から風が吹くと市道l凡1に砂

塵を、雨が降ると泥ホとして市道側に流れ出し、市道北側の側溝に堆積していた状態が見受けら

れる.法面の崩藩前の北側の側溝の状態 (ダーク'ルストリートと・ュー:2018/05)を 見ると、側溝の金てが

側滸の上端まで土砂で4まっているものではなく、建物 (飲食店)のある敷地、市道よりもl氏い耕

作地などに接したlttC溝 iま埋まつていなし上この立地状況及び体積土砂の上質からよll離に堆積し

ていたと砂は市適から流入したものではなく、市道よりも高い位置の知地から流入したものと考

えられ、畑地の所有者に上砂を敷地外に流出させない手立てを講ずる責任があつたと考える。

E法 面崩落直前の市道 5-2545号線の状況

法面の崩落が発生した箇所雰井の市道の南lu(常磐自動車遭)の力生Ⅲ'レール下に高さ200～ 300

1世B程度、堰堤状に上砂 (この上砂も舗装道路の上砂ではなく、耕作土色から流出した土砂)が堆積

していることが確認でき、崩毒節所でも同様の堰堤が出来ていた(常磐道側へ雨ホが流出した

際に堰堤上の上秒は流失)ものと考える。この堰堤状のものは市道に流出したと砂が運行する

車両のタイヤで横に押し退けられ、タイヤの通らない力生卜・レール下に堆サ膠lしたもので、台風 15号、台風

19号、台風 21号の大雨により途れ出た水が常磐自動車道に流れ落ちるのを防いでいた可能性

がある。しかし、二月29回 の最大 10分問路水量 15,0■ull(1時間換算190,0鵬Xll)による水量はこの

軽堤を超えるほどの水量で、堰焼を超えて法面を流れ出たため、徐々に堰堤を削り、法面上端か

ら設!酸されていた防車ンートの持れた部分から防草シート下に入り、法面上砂を浸食、崩藩に繋がっ

たものと考える。
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(4)責任の所在

■ 集中残雨 (最大 10分問降水量 15.0 1alll:1時間換算 90tO ll阻)

近年頻発するi00年に 1度クラスの大幅(1月 29日 の最大 10分間降水登 lS,0モ lばB:1時間換算

90,Om甑 )力ξ原因であれば、自然災害であり、誰にも責任はないと考える。

■ 側道 (市進)道路管理者

昨年度、同一越所で小規模及法遜崩藩が一度あり、その時に東日本高速道路(株 )より、市迫側

離内部の上砂撤去の依車Fiを受けていたが、道路管理課職員が現地を確認し、上砂蓄積の状況

の確認を行い、上砂の難fi★を担握したが、±7ジ撤去作業を実施しなかったこととま、,打道の北側の

上砂の詰りが原因σう・つであれば、適路管理者の責任はあるものと考えると

しかし、排水瀧(W720)が 全長(386.36m)にわたって土砂が堆積しているわけではなく、建物 (飲

食店)のある数地、1常進よりも低いオ井作地に接した拶r水溝及び常磐自動車道の法面の上端に設

けられている排水滸(W300)は 土砂で埋め尽くされていない。これは通常の道路維持管理を行

つていれば排水離に上砂が堆積することはなく、道路管理者に全ての責任があるとは言えない。

■ 市蓮,こ騨準接する事井作地の所有者

土砂で理め尽くされている拶

'水

滞 (W72C)は、市道よりヽ)高 しヽ蒻1作地に接している部分で、耕作

地から排水滸へ水が流れた痕跡、耕作地の浸食跡が残されていて、排水ギ常に堆栽している土砂

も未弁作地の上質であることは明白で、こ〔7)状況は、今回の降雨
'手

が初めてという状況ではなく、継

続して発生していた状況と考えられ、所有する上砂を敷地外に流出させないための縁石の構築

等、耕作地の所有者に手立てをj毎じる責任があり、今回の構面崩落の責任の一端はあると考え

る

■ 市道 5-2545線の構築者(東日本高速道路(株))

設計では構築されることとなつていた法面上端の排水溝(W300)と北側の排水溝 (W720)、 しかし

実際は、北■|の排水灘(W720)が設置されているTE2日には法面上端の排水ユ洋(W800)は設魅さ

れておらず、常磐自印J車道の法爾へ流れ落ちる水の最後の砦である雨水のJr水設備を、図面

には表記がありながら設置していなかつたことと、北側の排水溝 (W720):こ .道路に接している地

盤の高い耕作地から関東ローム層の上砂を含むF雨水が流れ込むことが予測される状態でありな

がら、全く蓋を設置していなかったことに責任はあると考える。

7/10



薔 考舞

原因として考えられるのは、

② 集中豪雨(最大 10分弱降水量 15_O lttl:1時間換算90.0ェ l」巖)による自然災書

③ 道路(市道)筆理者の維持管理の不行き屈き

④ 隣接する耕作地Fつ千有なが上砂流1樹防止対策を施さずに放置

③ 側遭(市道)施工者の設計、施工の不備

これらのうち、一つだけで原因と成りうるのは、O環雨の自然災害であるa②から③が完壁であった
としても、限界を超えた豪雨の場合、法雨の

'"落

は発生する。

②かЮ は、どれかに問題があつたとしても、②か勢⑧のどれかで補うことができる。令和 2年 1月

29日 以前の台風などの大雨時に、接面の崩藩が発生していなかったことからも伺える。

■ 結論

東日本高速遭路(株 )が判断基準は、三郷トンネルの最大時間雨量(17団Ⅲれ)、谷和康管理事務所

(鷺沼橋付近:KP31,7から約 6.21m)の時F濁号雨量(8ェょB/れ )・連続雨量(64,5 nm)と思われるが再気象

庁観測地点であるつくば市館野の気象研究所(KP31.7から約 1,9k預 )の降雨記録の方が、崩藩が

発生した鷺沼構付近の降雨状況に近いものと考える。

崩落の発生した二月 27日から29日 の連続降雨量は 111.5 1DIm、 最大 1時間H毎水量は 26.5 mla、 歳

大 10分闘降水量は lS.0甑 (1時間換算 90 mm)の降雨があつた。   .
三郷トンネル及び谷和原管理事務所で記録した降永量では、自然災害による崩落iが発生する降水

量ではないが、気象庁観測地点(つくば市館野:気象研究所〕て観測された降水量は、災害の発生

する降水量であり,市道管理き、隣接する卒井作地の所有者及び常遭施工者に一定の責任はあるも

のの、それらを超える法面崩落の原因は、集中寮雨(最大 10分問降水量 15.0凪皿:1時間換算 90.0

1ttm)による自然災害であり、市道管理者、隣接する耕作地の所有者及び薪道施工者に責任はない

と考える。

有限会社 大塚技術鑑定
専F弓鑑定人 大 塚  始
一級建築士 第 85835号

a/と o



《参考資料 》

関東 。東北で大雨 このあとも警戒必要

日本気象協会 2020年 01月 29目 10i36

1月 として最も多い雨の置となつた所も

きよう(29国 )未明から朝にかけては、本州の南岸を進んだ低気圧の影響で、開

東や東北の太平洋側の地域を中心に大雨となった所がありました。千葉県大多

未明～けさ
関東 。東北に活発な爾露
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喜町では、きょう午前 1時 56分までの 1時間に 32.0ミリの激しい雨が隆り

ました。また、24時簡降水豊では、茨城県北茨城市花圃で午前 9時 40分まで

に 210.5ミ リの雨を観剛し、1月 として最も多い雨の量となりましたこそのほ

か、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、福島県でも 24時間降水量が

1月として最も多い量となつた所が多くありました。

土砂愛審や低い土地の経水に警戒を

午前 10時現在、茨城県と福島県で大雨警報が発表されている市町村があり、

茨城県には土砂災審警成情報が発表されている市町村があります。また、茨城

県、栃木県、福島県には、決水警報が発表されている市町村があります。これ

らの地域では、次第に雨はやむ見込みですが、雨がやんでからもしばらくは、

土砂災害や低い土地の慢水などに着戒が惑要です。
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1こ 事象日時
2.事象内容
3B気象状況

切上のり面から泥水が路肩・走行1、 2車線に読出。  r
更にのり面崩落があるため通行止め。
*崩落 :高さ約10m、 幅約3m(のり面中腹から)  i“
*土砂流出室長き約80m、 観約10m(路肩から中分

令和 2年 1月 29日 (水)
大雨

◎雨 :三郷TN 最大時間爾量 17mm/h
谷和原 連続雨量  64.5mm

◎通行止め基準到違 ※基準に到違せず通行止め
谷和原 連続84.5mm 時間8購m/h 28日 4時40分時点

4ぃ 通行止め
5判ρで1訂龍課屁∬ ギ

1月2,日 令和暉顔 島
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